
授業計画
（シラバス）

令和８年度　　
１年（３２回生）

中津ファビオラ看護学校
看護学科



科目名 担当講師
古川元視(大学教授：教育方

法・国語教育）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 １５時間（試験１時間含）

学習目的

学習目標

回数 担当教員 授業計画 備考（準備・予習・復習など）

第１回 古川元視
論理的思考と論理的表現力
看護学生として論理的思考を学ぶ意義

第２回 古川元視
ｃhapter1
看護学生にとって「読む」こと「書く」こと
とは

第３回 古川元視

ｃhapter２
看護学生が「読む」ということ
１．看護における「読む」ことの重要性
２．文章を「読む」視点

第４回 古川元視

ｃhapter２
看護学生が「読む」ということ
３．看護学生の「読む力」を伸ばすには
４．「読む」レッスン
５．看護学生のためのガイドブック

第５回 古川元視

ｃhapter３
看護学生が「書く」ということ
１．看護における「書く」ことの重要性
２．文章を「書く」視点

第６回 古川元視

ｃhapter３
看護学生が「書く」ということ
３．看護学生の「書く力」を伸ばすには
４．「書く」レッスン

第７回 古川元視

ｃhapter４
看護学生が「読んで書く」ということ
１．「読む」ことと「書く」ことの循環
２．要約について

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業計画

論理の入門

１年生前期

講義　演習

論理的思考と表現力を養い、他者の考えを理解し、自己表現力を養う.

１．論理的思考の必要性を理解し、論理的な表現能力を習得することができる。
２．論理的に読む・書く・話すことの演習を通じて論理的に考える方法を習得することができる。

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

日本看護協会：看護学生のための「読む力」「書く力」レッスンbook

問題解決活用法Ⅰ・Ⅱなど今後対象を理解する上での臨床推論、判断力の基礎となる。



科目名 生活と物理 担当講師 梶原大吾(臨床工学技士）

開講年次 １学年後期 単位数 １単位

授業形態 講義 時間数 １５時間（試験１時間含）

学習目的

学習目標

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

７．感覚器の物理

８．体温制御の物理 

人間の生活に起きている事象を科学的視点でとらえる力を養う。

１．日常生活動作を科学的根拠に基づいて理解できる。
２．環境が身体に及ぼす影響を考えることができる。
３．自然科学を活用した医療器材の原理が理解できる。

授業計画・内容

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

看護学生のための物理学

　

１．重いものをもつのにどうしたらよいか

２．看護ボディメカニクスの物理

３．身近な圧力

４．呼吸器と吸引の物理

５．点滴静脈内注射の物理

６．循環器の物理



科目名 医学英語 担当講師 デズレイ（英会話スクール講師）

開講年次 １年生前期 単位数 １単位

授業形態 講義 時間数 ２０時間 ＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 項目 内容

第１回
Unit　１

第２回
Unit　２

第３回
Unit　３

第４回
Unit　４・５

第５回
Unit　６・７

第６回
Unit　８

第７回
Unit　９

第８回
Unit　１０・１１

第９回
Unit　１２・１３

第10回
Unit　１４・１５

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
(学生へのメッセージ)

国際化社会に対応しうる能力を養うと共に、看護に必要な読解力や表現力、語学力を養う。

１．基礎英語について理解し、学びを深めることができる。
２．医療、看護に関する専門用語が理解できる。
３．医療現場で活用できる英会話が理解できる。

授業計画

看護も対象も多様化・国際化しています。医療現場で活用できる基礎的な英語の知識と英会話が
出来るようにと楽しく学びましょう。

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

ENGRISH　FIRST



科目名 担当講師 西村　薫（大学教授：公認心理師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間 ＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 備考（準備・予習・復習など）

第１回

第２回 教科書p4～p7までを事前に読んでおくこと。

第３回 教科書p8～p11までを事前に読んでおくこと。

第４回 教科書p14～p16までを事前に読んでおくこと。

第５回 教科書p17～p26までを事前に読んでおくこと。

第６回 教科書p30～p38までを事前に読んでおくこと。

第７回 教科書p39～p44までを事前に読んでおくこと。

第８回 教科書p48～p59までを事前に読んでおくこと。

第９回 教科書p60～p62までを事前に読んでおくこと。

第１０回 事前に配布される資料を熟読しておくこと。

第１１回 事前に配布される資料を熟読しておくこと。

第１２回 事前に配布される資料を熟読しておくこと。

第１３回 事前に配布される資料を熟読しておくこと。

第１４回 事前に配布される資料を熟読しておくこと。

第１５回 事前に配布される資料を熟読しておくこと。

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業をただ聞くだけでなく，自分のこととして考える姿勢や，看護師の立場や患者さんの立場で授業内容
をとらえ，実際どのように行動すべきかを考えることを求めます。

社会の心理

集団の心理

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、試験（80％）授業内に課される課題（20％）と
し、60点以上を合格とし評価します。

長田久雄（編）　看護学生のための心理学　医学書院

授業内に随時紹介する

心理と行動

１年生前期

講義

看護の対象である人間をよりよく理解するために、人間の心と行動を科学的、分析的に捉える力を養う。
また、人間の相互関係の実際を通してコミュニケーション能力を高め、人間形成に活かす。

１．個人と集団の心理を理解するための基礎的知識を理解する。
２．看護現場で実践的に活用できる心理学や考え方を理解できる。

授業計画

授業計画

オリエンテーション

感覚の心理

知覚の心理

発達の心理

学習の心理

記憶の心理

感情の心理

動機の心理

性格の心理

知能の心理

発達の心理

発達の心理

発達の心理



科目名 担当講師 藤村　晃成（大学准教授）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ２０時間 ＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 備考（準備・予習・復習など）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業をする：命の授業を題材として

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

指定しない

授業中に適宜紹介する

授業を振り返る：授業記録の検討（GW）

第１回〜第15回　「教育とは何か」について考察を深めることを通して、看護に応用できる指導・教育
の基礎を学びます。これまでの学校生活の経験・思い出を振り返っておいてください。

授業計画

人間と教育

１年生前期

講義

教育の本質・目的など基本概念を知り、教育方法・教育心理・教育評価を学ぶ。

１．教育の基本概念が理解できる。
２．教育の基本的本質、教育方法、技術が理解できる。
３．集団指導のあり方を学び、グループダイナミクスを高めることができる。

授業計画

オリエンテーション：思い出の授業

「学び」について考える：動物の子育てから

「学校の変化」について考える：３年Ｂ組金八先生
から

「学校の問題」について考える：「体罰」の問題か
ら

「学力」について考える：学力とリテラシー

「子ども」について考える(2)：現代の子どもの人間
関係

授業を作る：授業づくり体験

「子ども」について考える(1)：現代の子どもの人間
関係



科目名 人間関係論 担当講師
友松恵里（看護師）

松本芙美子（看護師）

開講年次 １年次前期 単位数 １単位

授業形態 講義 時間数 ２０時間 ＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 授業計画 担当者 備考（準備・予習・復習など）

第１回
人間関係論の中の
自己と他者

第２回 対人関係と役割

第３回 態度と対人行動、集団と個人

第４回
コミュニケーション・カウンセリングと
心理療法

第５回
コーチング・アサーティブコミュニケー
ション

第６回 保健医療チームの人間関係

第７回 患者を支える人間関係

第８回 プロセスレコード演習① 事前課題を基に振り返る

第９回 家族を含めた人間関係

第１０回 地域を作り人間関係

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業計画・内容

人間関係を形成するためには、自己を理解し、他者を理解する必要がある。人間関係の側面から、人の発達と
成長の基本的理論を学び、コミュニケーションの基礎と方法について学習する

１．人間発達、コミュニケーション、家族、集団・社会心理に関する理論が理解できる
２．社会的相互作用において理論を踏まえて人間発達と人間関係を捉えることができる
３．治療的な患者―看護師関係とそれを支える治療的コミュニケーション技術について説明できる
４．保健医療で関わる人々との人間関係の在り方について理解できる

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。友松教員50点・松本
教員５０点の評価とする。

系統看護学講座　医学書院　（人間関係論）

友松

松本



科目名 担当講師 塩田

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 １５時間（試験１時間含）

学習目的

学習目標

回数 担当講師 授業計画 備考（準備・予習・復習など）

第１回 熊智子
コンピュータの基礎知識
ＩＣＴと看護

別途資料を準備します。

第２回 熊智子
情報とセキュリティ
情報リテラシー

別途資料を準備します。

第３回 熊智子
コンピュータの使い方
Ｗｏｒｄ2019

テキスト　3章

第４回 熊智子 Ｅｘｃｅｌ2019 テキスト　4章

第５回 熊智子 パワーポイント2019 テキスト　5章

第６回 熊智子 プレゼンテーションの実際

第７回 熊智子 発表

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

プレゼンテーションの実際としての演習課題として50点、終講試験（ペーパーテスト）にて50点の合計
100点とし総合的に評価する。　総合的に評価を行ない100点を満点とし、60点以上を合格とし評価しま
す。

30時間でマスター　Office2019 （実教出版）
医学書院　看護情報学

佐瀬雄二：看護のための情報リテラシー

演習にしっかり取り組み、Officeで困ることのないようにしてください。
また、適宜、教科書にない内容の講義をすることがあります。
既に理解している内容もあるかも知れませんが、しっかり取り組んでください。

授業計画

情報科学

１年生後期

講義

情報社会における看護職に必要な情報処理能力を養うとともに、文書作成、看護研究に活かす為の知識
を習得する。

１．情報科学の基本的知識やコンピュータ操作を理解し、看護に必要な情報処理について理解できる。
２．情報のもつ重要性を理解し、倫理的態度が理解できる。
３．パソコンの操作ができる。



科目名 解剖生理学Ⅰ 担当講師
 酒井昌博（医師）・渡邊裕介（医
師）・松前知治（医師）・  平野

誠太郎（医師）

開講年次 １年生前期 単位数 １単位

授業形態 講義 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

担当

酒井

酒井

平野

平野

酒井

酒井

松前

酒井

渡邊

渡邊

渡邊

酒井

酒井

松前

松前

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業計画・内容

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
(酒井講師：50点、渡邊講師：20点・松前講師：20点・平野講師：10点）

人体の構造と機能〔1〕解剖生理学　第11版

内容

解剖細胞組織

細胞、組織の復習

消化器系

呼吸器系

循環器系

腎泌尿器系

内分泌系

支持と運動

消化器系

今後学ぶ疾患・看護につながる。また、看護に必要な臨床判断力の基礎的知識となる。

人体を構成している骨や筋、臓器等の位置、名称、構造を理解する。

１．解剖を系統的に学習し、看護する上に必要な人体の構造が理解できる。

生殖器

骨格と筋

神経

骨格と筋

脳と神経

感覚器



科目名 解剖生理学Ⅱ 担当講師 小野弘（医師）

開講年次 １年生前期 単位数 １単位

授業形態 講義 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

今後学ぶ疾患・看護につながる。また、看護に必要な臨床判断力の基礎的知識となる。

人体を構成している骨や筋、臓器等の位置、名称、構造を理解する。

１．解剖を系統的に学習し、看護する上に必要な人体の構造が理解できる。
２．生理を系統的に学習し、看護する上で必要な人体の機能が理解できる。

授業計画・内容

１．血液・間質液及びリンパ
２．体液と電解質
３．循環
４．呼吸
５．消化と吸収
６．栄養と代謝・体温と調節
７．腎臓及び尿路８．内分泌
９．骨格
10．筋
11．神経系
12．感覚器

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

系統看護学講座　専門基礎分野　解剖生理学　医学書院



科目名 病理学総論 担当講師 自見至郎

開講年次 １年生後期 単位数 １単位

授業形態 講義 時間数 １５時間(試験１時間を含む）

学習目的

学習目標

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

今後学ぶ疾患・看護につながる。

人体組織における病的状態は、形態的にどのような変化、反応を示すのかということを学び、
疾患を学ぶ上での裏付け知識とし、専門分野へと関連づける。

基本的な病変の原因、発生機序、形態的変化が理解できる。

授業計画・内容

１．病理学とは
２．先天性異常とは
３．代謝異常とは
４．循環障害とは
５．炎症と免疫、膠原病
６．老化と死

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

疾病の成り立ちと回復の促進〔1〕病理学　第6版



科目名 微生物学 担当講師 中西義信（薬学博士）

開講年次 １年生後期 単位数 １単位

授業形態 講義 時間数 １５時間（試験１時間含）

学習目的

学習目標

授業計画 授業計画

微生物の知識と感染症等の健康障害を起こす病原微生物について理解し、感染予防及び対
処方法を学ぶ。感染対策としての看護の前提を学ぶ。

微生物の特徴と生体へ及ぼす影響を理解し、その予防と治療に必要な基礎的知識が理解で
きる。

第1回：自己紹介と授業方針
	１　看護師として医療業務に携わること
		1-1　看護職の種類について
		1-2　自分の体のことをよく知ろう
		1-3　病気のことを正しく知ろう
		1-4　なぜ微生物学を勉強する必要があるの？
	２　微生物のことを知ろう　p4~12
		2-1　微生物ってどんな生き物なの？どこに住んでいるの？
		2-2　私たちは微生物を利用しているって本当？

第2回：３　細菌のことを知ろう　p14~35
		3-1　細菌の分類
		3-2　細菌の構造
		3-3　細菌のエネルギー生産
		3-4　細菌の増殖
		3-5　常在細菌叢
	４　ウイルスのことを知ろう　p38~47
		4-1　ウイルスの分類
		4-2　ウイルスの構造
		4-3　ウイルスと他の微生物との違い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4-4
ウイルスの増殖
		4-5　ウイルス感染細胞の変化
		4-6　バクテリオファージ

第3回：５　真菌のことを知ろう　p50~58
		5-1　真菌と細菌との違い
		5-2　真菌の形態と増殖のしくみ
	　　　　5-3　真菌の有用性と病原性
	６　原虫のことを知ろう　p316~338
		6-1　寄生虫
		6-2　原虫の性質
	７　感染症のことを知ろう　p62~73
		7-1　微生物感染とはなにか
		7-2　感染症の種類
		7-3　感染の形態
		7-4　感染のしくみ
		7-5　感染の経路
	８　細菌感染のしくみ　p73~82
		8-1　微生物感染への体の抵抗と微生物の対抗策
		8-2　細菌が作り出す毒素
	９　ウイルス感染のしくみ　p82~86
		9-1　ウイルスは細胞内寄生体
		9-2　ウイルスの伝搬
		9-3　ウイルス感染に対する生体応答
	１０　真菌感染のしくみ　p86~89
		10-1　真菌の感染経路
		10-2　真菌の病原性

第５回
	１４　獲得免疫のしくみを知ろう　p105~117
		14-1　獲得免疫の成立
		14-2　抗原と抗体
		14-3　抗体の基本構造
		14-4　抗体の種類と性質
		14-5　抗体の生産
		14-6　抗体の働き
		14-7　獲得免疫における細胞性免疫反応
		14-8　獲得免疫と医療との関係
	１５　粘膜免疫のしくみを知ろう　p117~119
		15-1　上皮細胞間リンパ球
		15-2　M細胞
		15-3　分泌型IgA
	１６　滅菌と消毒　p126~136
		16-1　バイオハザードとバイオセーフティー
		16-2　滅菌と消毒
		16-3　熱による滅菌と消毒
		16-4　放射線や紫外線による滅菌と消毒
		16-5　ガス滅菌
		16-6　濾過除菌
		16-7　消毒薬



成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

系統看護学講座　　　医学書院　　（微生物学　）

第５回
	１４　獲得免疫のしくみを知ろう　p105~117
		14-1　獲得免疫の成立
		14-2　抗原と抗体
		14-3　抗体の基本構造
		14-4　抗体の種類と性質
		14-5　抗体の生産
		14-6　抗体の働き
		14-7　獲得免疫における細胞性免疫反応
		14-8　獲得免疫と医療との関係
	１５　粘膜免疫のしくみを知ろう　p117~119
		15-1　上皮細胞間リンパ球
		15-2　M細胞
		15-3　分泌型IgA
	１６　滅菌と消毒　p126~136
		16-1　バイオハザードとバイオセーフティー
		16-2　滅菌と消毒
		16-3　熱による滅菌と消毒
		16-4　放射線や紫外線による滅菌と消毒
		16-5　ガス滅菌
		16-6　濾過除菌
		16-7　消毒薬

第6回　１７　感染症の検査と診断　p138~148
		17-1　病原微生物の観察に基づく診断
		17-2　病原微生物の作る物質を検出する方法
		17-3　病原微生物の遺伝子を検出する方法
		17-4　患者から得た検体を調べる方法
	１８　感染症の治療　p150~172
		18-1　抗菌薬
		18-2　抗ウイルス薬
		18-3　抗真菌薬
	１９　個々の病原微生物　p196~326
		19-1　細菌

第7回　19-2　ウイルス
			19-2-1　DNAウイルス
			19-2-2　RNAウイルス
	　　　　　　　　19-2-3　ウイルスの臨床的分類
			19-2-4　プリオン
		19-3　真菌
		19-4　原虫
	２０　感染症の現状と対策　p174~191
		感染症防止の三原則
		20-1　文明病としての感染症
		20-2　新興・再興感染症
		20-3　院内感染
		20-4　薬剤耐性菌
		20-5　感染症に関する法律
		20-6　感染予防
	２１　新しい医療
		21-1　がんの新しい医療
		21-2　再生医療



科目名 担当講師
植田聡子（看護師）
海藤望（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 担当講師 備考（準備・予習・復習など）

第１回 海藤望 兼好志津の作成・グループ共有

第２回 海藤望 事例分析と支援提案

第３回 海藤望 ロールプレイやケース検討

第４回 海藤望 統計を読み解き支援策検討

第５回 海藤望 教材分析・発表

第６回 海藤望

第７回 海藤望

第８回 海藤望 模擬授業実施と相互フィードバック

第９回 海藤望

第10回 海藤望

第11回 植田聡子
看護学概論、老年看護学
地域リハビリテーション

第12回 植田聡子
看護学概論、老年看護学
地域リハビリテーション

第13回 植田聡子
看護学概論、老年看護学
地域リハビリテーション

第14回 植田聡子

第15回 植田聡子

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

健康の保持増進の為に必要な理論について理解し、健康教育・実施ができる。

Ⅰ．健康の保持増進に必要な理論を理解できる。
２．運動やレクリエーションと身体の各生理機能との関係及び効果について理解できる。
３．運動の身体的・精神的・社会的健康への効果が理解できる。
４．健康づくりのための方法を学び、安全に実施することができる。
５．日常生活に取り入れられる健康教育について知ることができる。

健康支援論

１年生前期

講義・演習

解剖生理学、臨床治療論Ⅰ（栄養）学、基礎看護技術（指導技術）

授業計画・内容

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
※内訳は海藤教員60点、植田教員40点、課題参加姿勢・課題提出状況も評価に含めます。

看護学概論・成人看護学概論・災害看護学・看護関係法令・小児看護学概論・老年看護学概論
母性看護学概論

授業計画

・健康観と健康支援の定義、私の健康地図ワーク

・社会的決定要因・健康格差と支援の視点

・ライフステージ別支援（乳幼児と家族）

・ライフステージ別支援（学童期・思春期）

・健康教育の技法と工夫

・健康教育の指導案作成（企画作成）

・健康教育の指導案作成（教材準備）

・健康教育の模擬授業発表・評価

・演習

まとめ

・自分の健康支援観を言語化・文章化

・まとめ・終講試験対策

・地域における健康支援のためのアセスメント

・地域における健康支援の準備

・地域における健康支援の準備



科目名
臨床治療論Ⅰ

担当講師
梅林由衣（管理栄養士）

友松恵里看護師）

開講年次 １年生後期 単位数 １単位

授業形態 講義 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業計画・内容

第５回　心臓リハビリテーションについて（第８章）

第１回　リハビリテーション看護の役割がわかる。（第１
章から第４章）

第２回　リハビリテーション看護の役割がわかる。（第１
章から第４章）

第３回　運動・摂食・排泄に関するリハビリテーション
（第５章・第６章）

第４回　呼吸・高次脳機能障害に関するリハビリテーショ
ン（第７章）

第５回、６回
１．栄養と生化学
４）療養生活と栄養

第７回、８回
１．栄養と生化学
５）疾患別の栄養食事療法
　

第９回、１０回
１．栄養と生化学
6）栄養食事指導の実際

人間の生命現象を生化学的に判断する力を養うとともに、さらに栄養学の基礎知識を踏まえ、
根拠をもって、実際に患者の健康状態に合わせてどのように応用していくか、治療の一つであ
る食事療法や運動療法について学ぶ。

１．生体を構成する物質とその代謝について理解できる。
２．生体が正常な営みをするのに必要な栄養について理解し、それぞれの疾患に対し、効果的
な食事療法の実際について理解できる。
３．看護の視点でのリハビリテーションの概念と技術を理解できる。

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
※内訳は梅林講師：６０点、廣田教員：４０点

系統看護学講座　　　医学書院　　（栄養学　・　リハビリテーション看護　）

解剖生理学

第１回
１．栄養と生化学
１）臨床栄養学の基礎知識（生化学含む）

第２回
１．栄養と生化学
２）食品成分と食事摂取基準

第３回、４回
１．栄養と生化学
３）日常生活と栄養

梅林由衣（20時間）

友松恵里



科目名 担当講師 末永浩二（社会福祉士）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 １５時間　(試験１時間を含む）

学習目的

学習目標

回数 備考（準備・予習・復習など）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

全ての専門科目に通じる

※３年生　社会福祉Ⅱにおいても、同じテキストを使用します。

到達目標：日本に医療保障制度の成立の経
緯・現在の制度の内容と今後の動向につい
て理解する。日本の医療保障制度と基盤と
なる医療保険制度と保険診療の仕組みにつ
いて理解する。
内容：医療保障

到達目標：介護保険制度の成立の経緯や現
在の制度の概要と今後の課題を理解する。
また、老人福祉・老人保健と介護保険の関
係を学び制度の本質を理解する。
内容：介護保険

到達目標：人々を支える所得保障制度の全
体概要と、具体の年金保険、社会手当、労
働保険について理解する。
内容：所得保障

到達目標：生活保護制度を中心とした貧困
や低所得問題に対する公的扶助制度を理解
し、今までの変還や制度適用の実際を理解
する。の経緯　　　　内容：我が国と諸外
国の社会福祉の歴史を学び、時代の社会情
勢と生活上の問題を福祉の理念と関連付け
理解する。　　　　内容：社会福祉の実践
と医療・看護（連携）、社会福祉の歴史

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

専門基礎分野　社会保障・社会福祉　健康支援と社会保障制度３（医学書院）

社会福祉Ⅰ

１年生前期

講義

人間が幸福で健康的かつ文化的な生活を実現する為、生活の維持向上に向け、社会福祉・社会保障と
いう制度は重要な意味をもつ。看護の健康問題に関わることから、問題解決の為の社会資源・制度に
ついて理解した上で、看護活動へ活用する為の、基礎知識を学ぶ。（社会保障と社会福祉の概念を体
系的に理解するとともに、社会や経済の変化を理解し、今後の社会保障、社会福祉の方向性や動向を
学ぶ：社会保障制度のうち、医療保険制度、介護保険制度、所得保障制度について学ぶ）

１．対象者の生活上の諸問題に対しての社会保障制度が理解できる。

授業計画

授業計画

到達目標：社会保障制度が、国民の生活の
安定を図り、最低限度の生活を保証する公
的な制度であること及び具体的な保証内容
について理解する。　　　　　　　内容：
社会保障制度の概要

到達目標：社会福祉を支える法制度を学習
し、現在の社会保障制度の背景や社会福祉
を実際に担う組織・従事者について理解
し、臨床現場での多職種連携に役立つこと
を理解する。　　　　　　　　　内容：社
会福祉制度の概要

到達目標：少子高齢化や人口減少、経済成
長率の低下や雇用の流動化等、社会や経済
の変化を理解し、今後の社会制度・社会福
祉の目指している方向や基本的な動向につ
いて理解する。　　　　　　　内容：現代
社会の変化と社会福祉の動向



科目名 担当講師 河野弘美（保健師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数
１５時間

(試験１時間を含む）

学習目的

学習目標

回数

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

成績評価方法

教科書

参考図書

事前学習・事後学習
(授業時間外の学習)

関連科目

備考
(学生へのメッセージ)

地域における公衆衛生の実
践
④〜学校保健・職域保健

・集団の健康状態を把握する方法を学ぶ。
・保健統計データの見方がわかる。
・身近な保健統計データから地域の健康状態を知る。

公衆衛生

１年生前期

講義

人々の健康は、社会環境や生活環境の変化と深いかかわりを持つ。看護の対象である人間の健康を守
る為には、個人だけでなく、その個人を取り巻いている社会にも視点をあてて看護する必要性を学
ぶ。組織化された地域社会の努力や協力によって疾病を予防し、生命の延長を図ると共に積極的に心
身の健康を維持・増進し、健康な社会を実現する方法を学ぶことを目的とし設定した。

１．公衆衛生のヘルスプロモーションを学び、自分自身の健康づくりとともに、家族や職場の健康作
り、地域での総合的な健康作りを推進する方法論が理解できる。
２．公衆衛生に関する統計情報と衛生行政を知り、看護の役割が理解できる。

・「学校」及び「職場」で行われている保健活動の法的根
　拠を知り、実際に行われている保健活動がわかる。

公衆衛生の概念と公衆衛生
のしくみ

専門基礎分野　公衆衛生　健康支援と社会保障制度　２　公衆衛生　　第14版

国民衛生の動向　厚生労働統計協会

集団の健康を捉える手法
〜疫学・保健統計

環境と健康
国際保健

授業計画

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

内容

・公衆衛生の歴史から生活、行政、社会情勢と密接なつな
　がりがあることを知る。
・公衆衛生の活動対象と公衆衛生専門職と関係職種、関係
　機関及び住民との連携・協働について学び、看護の役割
　を考える。

項目

・地球規模の環境問題と食品安全衛生等対物保健について
　学び、健康との関連を考える。
・国際的な保健課題とその対策を知る。

・各ライフステージや健康レベルに沿った保健活動の法的
　根拠を知り、実際に行われている保健活動について、事
　例をもとに学習する。
・個人や家族、集団、地域といった対象に対する健康支援
　の手法を学ぶ。
・地域保健を支える関係機関、多職種との連携の必要性を
　学ぶ。

地域における公衆衛生の実
践
①〜母子保健・成人保健・
高齢者保健

地域における公衆衛生の実
践
②〜精神保健、障害者保
健・難病保健

地域における公衆衛生の実
践
③〜感染症・健康危機管
理・災害保健



科目名 担当講師

加藤真紀子（公認心理士）
神田智恵子（認定看護管理者）
川添幸恵（看護師）
橋本あゆみ（緩和ケア認定看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 １５時間（試験１時間含む）

学習目的

学習目標

回数 担当講師 授業計画 備考（準備・予習・復習など）

第１回 加藤 １．倫理学の基本的な考え方

第２回 加藤 ２．生命倫理とは

第３回 加藤 ３．性と生殖の生命倫理（１）

第４回 加藤 ４．　　同　　　　　　（２）

第５回 神田 ５．死の生命倫理　　　（１）

第６回 川添 ６．　　同　　　　　　（２）

第７回 橋本
７．先端医療と制度をめぐる生命倫
理

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
受講態度、ワークシート記入状況等は参考とします。

系統看護学講座　別巻　看護倫理　第2版（医学書院）

自分以外の学生の意見をしっかり聞きグループワークに参加してください。

授業計画

身の回りの日々の出来事、ニュースすべ
てが倫理を考える材料です。よく見て、
よく聴いて、よく考え、判断して行動
し、間違えたら修正して向上しましょ
う！
グループワークを通し他者の意見を聴き
ながら、多くの考え方について触れてみ
ましょう。

人間と倫理Ⅰ

１年生前期

講義

看護の対象である人間を幅広くとらえると同時に生きることの意義とは何か、自己の存在を通して
見つめるとともに、人間理解と人間存在の意味を考えることができる。

１．人間の生きる意味・人間存在の意味について考察する。
２．生命倫理・人間の尊厳について理解できる。



科目名 担当講師 南　智美（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 備考（準備・予習・復習など）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

第１１回

第１２回

第１３回

第１４回

第１５回

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業計画・内容

看護学概論

１年生前期

講義

看護の根幹となる看護の概要を学ぶ。

１．看護とはどのような実践であるかについて、看護の理念に関する看護職全体の国際的合意を手引きとして理解
できる。
２．看護を行う上での倫理観を培うことができる。
３．看護の対象者としての人間、看護の提供者、看護職の養成制度を踏まえて、新しい看護のあり方を考えること
ができる。

授業計画

看護の本質

看護の役割と機能について

看護実践とその質保証に必要な要件

看護の継続性と連携

看護の対象理解

国民の健康状態と生活

看護の提供者

広がる看護活動

看護の提供のしくみ

看護における倫理

人間と倫理・心理と行動・人間と教育・健康支援論・公衆衛生・社会福祉
関係法規・基礎看護技術・専門分野

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

基礎看護学〔1〕看護学概論　第17版



科目名 担当講師
成吉章江（看護師）

廣田美和子（看護師）
松本芙美子（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

成績評価方法

教科書

参考図書

事前学習・事後学習
（授業時間外の学習）

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

看護の対象に適した基本的な看護技術を学ぶ。

基礎看護技術Ⅰ

１年生前期

講義

終講試験(ペーパーテスト)・技術試験
配分：ペーパーテスト50点
　　　技術試験50点（成吉教員50点、松本教員10点、廣田教員40点／100点←50点へ換算
100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

1．看護技術の意義が理解できる。
2．ヘルスアセスメントの意義を理解し、対象の身体状態を正確に把握できる視点を持つことがで
きる。
3．看護活動を安全・安楽に効果的に行う技術が習得できる。
4．感染予防の観点から看護における安全について、基礎的知識が理解できる。
5．人間関係成立の方法を理解し習得できる。

授業計画・内容

系統看護学講座　専門分野　基礎看護学〔２〕　基礎看護技術Ⅰ　医学書院　第18版
系統看護学講座　専門分野　基礎看護学〔３〕　基礎看護技術Ⅱ　医学書院　第17版

解剖生理学　臨床治療論Ⅰ　生活と物理　薬理学　微生物学　人間と倫理　看護学総論
人間と教育　倫理の入門　　各専門分野につながる

成吉 松本 廣田

基礎看護技術の進め方（全体）を理解する。
安全確保の技術、　活動・休息の援助技術を学ぶ

看護技術学習の進め方について（基礎技術Ⅰ～Ⅲに係る試験等について）、安全確保技術、活動・休息の援助について 2

バイタルサイン測定の実際を学ぶ 計測、バイタルサインの観察とアセスメントの実際を実施する。 2

バイタルサイン測定の実際を学ぶ 計測、バイタルサインの観察とアセスメントを実施する。 2

ヘルスアセスメントの意義目的、方法を学ぶ
健康歴およびセルフケア能力と全体の概観の把握、フィジカルアセスメントについて,計測、呼吸器系（バイタルサインは含ま
ない） 2

循環器系、腹部のフィジカルイグザミネーションを学ぶ 呼吸器系のフィジカルアセスメントの説明を受け、呼吸音聴取、心音聴取アセスメントについて学ぶ。 2

呼吸、循環器系のフィジカルイグザミネーションを学ぶ 腹部の聴診および触診の実際と筋骨格系、脳神経系のフィジカルアセスメントを学ぶ。 2

コミュニケーション・学習支援を学ぶ コミュニケーションの構成要素、学習支援について 2

環境調整の技術、感染防止の技術を学ぶ
病床環境のアセスメント、病床を整える援助（寝具の調整・シーツ交換、リネン交換）、感染とその予防の基礎知識（スタンダード
プリコーション、無菌操作、感染性廃棄物の取り扱い） 2 講義

運動器、脳神経系のフィジカルイグザミネーションを学ぶ 呼吸器系のフィジカルアセスメントの説明を受け、呼吸音聴取、心音聴取アセスメントの実際を演習を通じて学習する。 2

環境調整の技術を学ぶ 臥床患者のリネン交換の方法（演習） 2

2

2

フィジカルイグザミネーションを学ぶ フィジカルイグザミネーションの実践 2

フィジカルイグザミネーションを学ぶ フィジカルイグザミネーションの実践 2

フィジカルアセスメントの実践ができる。 フィジカルイグザミネーションの実践 2

筆記試験（５０分） ※１００点満点の試験を５０点に換算する。

基礎看護技術Ⅰ　技術試験

16 6 8

担当：成吉教員

合計

評価

基
礎
看
護
技
術
Ⅰ

30
時
間

講義・演習

ワークシート
演習・筆記試験

講義・演習
感染防止の技術を学ぶ 無菌操作・感染性廃棄物の取り扱い、スタンダードプリコーション（演習）

筆記試験（成吉教員５０点・松本教員１０点・廣田教員４０点）
技術試験50点
筆記試験50点

科目 時間数 学習目標 単元の具体的な内容
担当教員

学習形態



科目名 担当講師
友松恵里（看護師）
成吉章江（看護師）

廣田美和子（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 担当教員 授業計画 備考

成績評価方法

教科書

参考図書

事前学習・事後学習
（授業時間外の学習）

関連科目

備考
(学生へのメッセージ)

解剖生理学　臨床治療論Ⅰ　生活と物理　薬理学　微生物学　人間と倫理　看護学総論
人間と教育　倫理の入門　　各専門分野につながる

授業計画・内容

終講試験(ペーパーテスト)・技術試験
配分：ペーパーテスト50点
　　　技術試験50点（成吉教員20点、廣田教員50点、友松教員30点／100点←50点へ換算）
100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

系統看護学講座　専門分野　基礎看護学〔２〕　基礎看護技術Ⅰ　医学書院　第18版
系統看護学講座　専門分野　基礎看護学〔３〕　基礎看護技術Ⅱ　医学書院　第17版

基礎看護技術Ⅱ

１年生前期

講義・演習

対象が安全・安楽に過ごせる日常生活援助技術を学ぶ。

1．原理・原則に基づいた日常生活援助技術の基礎を理解できる。
2．安全・安楽を基本とし、対象に応じた看護について考え、実践できる。
3．対象に応じた基本的欲求を満たすため、根拠に基づいた生活援助の技術を習得できる。

友松 成吉 廣田

ボディメカニクス（体位変換、移動動作：車椅子・ストレッチャー）、ポジショニング、罨法 2

ポジショニング（安楽な体位の調整）、移動（体位変換、移動動作：車椅子・ストレッチャー） 2

自然排尿および自然排便の介助、膀胱留置カテーテルの挿入と管理 2

排泄援助技術（床上排泄、おむつ交換）、浣腸、摘便 2 講義

活動・休息援助技術・苦痛の緩和・安楽確保の技術を学ぶ 罨法：体温調節の援助、安楽の促進・苦痛の緩和のケア 2 講義

2 講義

2 講義

排泄援助技術を学ぶ 膀胱留置カテーテルの挿入と管理 2

食事援助技術を学ぶ 食事介助、経管栄養法、経管胃チューブの挿入と管理 2

浣腸・摘便、膀胱留置カテーテルの挿入と管理 2

床上排泄、おむつ交換 2

清潔援助（清拭）、寝衣交換 2

清潔援助（足浴・手浴） 2

清潔援助（洗髪） 2

清潔援助（洗髪） 2

筆記試験（５０分） ※１００点満点の試験を５０点に換算する。

基礎看護技術Ⅱ　技術試験 日常生活援助技術試験：対象に看護を提供する場面設定し試験を実施する。

排泄援助技術を学ぶ

清潔・衣生活援助後術を学ぶ

筆記試験（友松教員３０点・成吉教員２０点・廣田教員５０点）
技術試験50点
筆記試験50点担当：成吉教員

評価

基
礎
看
護
技
術
Ⅱ

30
時
間

活動・休息援助技術・苦痛の緩和・安楽確保の技術を学ぶ
講義・演習

ワークシート
提出状況

排泄援助技術を学ぶ

食事援助技術を学ぶ 食事介助、経管栄養法、経管胃チューブの挿入と管理

講義・演習

科目 時間数 学習目標 単元の具体的な内容
担当教員

学習形態

10 12 8合計



科目名 担当講師
成吉章江（看護師）
植田聡子（看護師）
海藤望（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

成績評価方法

教科書

参考図書

事前学習・事後学習
（授業時間外の学習）

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

解剖生理学　臨床治療論Ⅰ　生活と物理　薬理学　微生物学　人間と倫理　看護学総論　人間と教育
倫理の入門　各専門分野につながる

終講試験(ペーパーテスト)・技術試験
配分：ペーパーテスト50点〔成吉教員40点、海藤教員20点、植田教員40点／100点←50点に換算〕・技
術試験50点
100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

系統看護学講座　専門分野　基礎看護学〔２〕　基礎看護技術Ⅰ　医学書院　第18版
系統看護学講座　専門分野　基礎看護学〔３〕　基礎看護技術Ⅱ　医学書院　第17版

授業計画・内容

回数

基礎看護技術Ⅲ

１年生前期

講義・演習

対象に適切な看護が実施できる診療の補助技術について学ぶ。

1．対象が安全・安楽に診療を受けられるための診療補助技術を習得できる。

成吉 海藤 植田

呼吸・循環を整える技術を学ぶ 酸素療法、排痰ケア 2 講義・演習

2

2

与薬の技術を学ぶ 注射の基礎知識、輸血援助技術 2

与薬の技術を学ぶ 輸血管理 2

死の看取りの援助を学ぶ 死にゆく人々と周囲の人々へのケア、死後の処置 2

症状・生体機能管理技術を学ぶ 検体（尿・血液等）の取り扱い、検査の介助 2

創傷管理の基礎知識 2

創傷処置（創洗浄、創保護、包帯法）技術 2

与薬の技術を学ぶ 注射の実施（皮下注射、皮内注射、筋肉注射、静脈注射、中心静脈注射）、吸入 2 演習

救命救急の基礎知識、包帯法 2

ＢＬＳ演習 2

診察・検査・処置における技術（検体検査について、生体情報モニタリング、検体検査） 2

静脈血採血 2

呼吸・循環を整える技術を学ぶ 体温管理、末梢循環促進ケア 2 講義

基礎看護技術Ⅲ　技術試験 創処置・包帯法・体位ドレナージ　技術試験

筆記試験（５０分） ※１００点満点の試験を５０点に換算する。

12 6 12合計

講義・演習

診察・検査・処置における技術を学ぶ 講義・演習

担当：成吉教員 技術試験50点
筆記試験50点筆記試験（成吉教員４０点・海藤教員２０点・植田教員４０点）

学習形態 評価

基
礎
看
護
技
術
Ⅲ

３０
時
間

ワークシート
提出状況

与薬の技術を学ぶ 与薬の基礎知識、与薬のための援助技術（与薬法）

講義

創傷管理技術を学ぶ

救命救急処置技術を学ぶ

科目 時間数 教育内容 単元
担当教員



成吉 海藤 植田

呼吸・循環を整える技術を学ぶ 酸素療法、排痰ケア 2 講義・演習

2

2

与薬の技術を学ぶ 注射の基礎知識、輸血援助技術 2

与薬の技術を学ぶ 輸血管理 2

死の看取りの援助を学ぶ 死にゆく人々と周囲の人々へのケア、死後の処置 2

症状・生体機能管理技術を学ぶ 検体（尿・血液等）の取り扱い、検査の介助 2

創傷管理の基礎知識 2

創傷処置（創洗浄、創保護、包帯法）技術 2

与薬の技術を学ぶ 注射の実施（皮下注射、皮内注射、筋肉注射、静脈注射、中心静脈注射）、吸入 2 演習

救命救急の基礎知識、包帯法 2

ＢＬＳ演習 2

診察・検査・処置における技術（検体検査について、生体情報モニタリング、検体検査） 2

静脈血採血 2

呼吸・循環を整える技術を学ぶ 体温管理、末梢循環促進ケア 2 講義

基礎看護技術Ⅲ　技術試験 創処置・包帯法・体位ドレナージ　技術試験

筆記試験（５０分） ※１００点満点の試験を５０点に換算する。

12 6 12合計

講義・演習

診察・検査・処置における技術を学ぶ 講義・演習

担当：成吉教員 技術試験50点
筆記試験50点筆記試験（成吉教員４０点・海藤教員２０点・植田教員４０点）

学習形態 評価

基
礎
看
護
技
術
Ⅲ

３０
時
間

ワークシート
提出状況

与薬の技術を学ぶ 与薬の基礎知識、与薬のための援助技術（与薬法）

講義

創傷管理技術を学ぶ

救命救急処置技術を学ぶ

科目 時間数 教育内容 単元
担当教員



科目 担当講師 熊谷久美（保健師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 １５時間　(試験１時間を含む）

学習目的

学習目標

回数 備考（準備・予習・復習など）

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

系統看護学講座　専門基礎分野　看護関係法令　健康支援と社会保障制度（医学書院）

内容：医事法について：医療法、地域医療介護
総合確保推進法、医療提供施設の定義、医療に
関する情報の提供、医療安全管理、開設の規定
（病床の種類）、病院等の管理、病院等の人
員、診療に係る記録、医療提供体制の確保　等

目標：保健師助産師看護師法と看護師等の人材
確保の促進に関する法律について学び、各法律
の目的、定義、規定されている内容を説明でき
る。

内容：保健師助産師看護師法、看護師等の人材
確保の促進に関する法律

課題：保助看法の目的・規定内容

目標：医療法の目的、医療提供の理念、定義等
について学び、その概要を説明できる。

内容：医療法の目的、医療提供の理念、定義、
医療の安全確保、病院等の管理・人員・構造施
設、医療計画等

課題：医療法の目的・理念定義・病院等
の管理・人員・構造施設・医療計画等

国民衛生の動向

看護は法の上に成り立っている。これから学ぶ全ての専門科目に通じる。

関係法規Ⅰ

１年生後期

講義

国民として健康な生活を維持する為に必要な法の理解と、看護業務に携わる人の身分や業務に関する法
を学ぶ。

１．健康な生活を維持する為に必要な法と、看護業務に携わる法律が理解できる。

授業計画

課題：法の概念と衛生法の重要性

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

授業計画

第１回

目標：法の概念と衛生法の概念について学び、
その重要性を説明できる。

内容：法の概念、衛生法、厚生行政のしくみ

第２回

目標：看護職者が協働する多職種の関係する基
本的な法規についてわかる。

課題：医療法の目的・理念定義・病院等
の管理・人員・構造施設・医療計画等



科目名 担当講師 成吉章江（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 １５時間（試験１時間含）

学習目的

学習目標

回数 備考

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

成績評価方法

教科書

参考図書

事前学習・事後学習
（授業時間外の学習）

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

問題解決活用法Ⅰ

１年生前期

講義・演習

科学的な問題解決法を使用した思考過程を活用し、看護の目標を達成するための方法を学ぶ。

1．理論に基づく看護過程について理解できる。
2．問題解決技法の基礎的知識を習得できる。

授業計画・内容

事例に基づく疾患学習、看護過程

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
※演習参加の姿勢・提出物も評価の参考にします。

系統看護学講座　専門分野　基礎看護学〔２〕　基礎看護技術Ⅰ　医学書院　第18版

１．看護過程の概念と構成要素を理解する

２．看護の思考過程を理解する

３．理論枠組みに沿ってアセスメントする方法を
理解する

４．看護過程演習

５．看護過程演習

６．クリティカルシンキングについて理解する

解剖生理学　臨床治療論Ⅰ　生活と物理　薬理学　微生物学　人間と倫理　看護学総論
人間と教育　倫理の入門　各専門分野につながる

７．看護の実施評価

授業計画



科目名 担当講師
川口敏弘（薬剤師）
川﨑圭祐（薬剤師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 担当講師 授業計画 備考（準備・予習・復習など）

第１回 川口敏弘
薬物動態・薬の投与経路
（吸収・分布・代謝・排泄）

復習：薬の投与経路別の作用発現時間の違い
　　　薬が投与されて体外に出ていくまでの動き

第２回 川口敏弘
細菌・ウィルスなどの増殖を抑える薬
（抗菌薬・抗ウィルス薬）

予習：＜生物学＞原核生物と真核生物の違い
復習：選択毒性とは？

第３回 川口敏弘
がんを治療する薬１
（抗がん剤）

復習：抗がん剤は、いつ・どのような副作用が起
　　　こるのか

第４回 川口敏弘
受容体について・がんを治療する薬２
（分子標的薬・免疫ﾁｪｯｸﾎﾟｲﾝﾄ阻害薬）

復習：がん細胞が異常増殖する機序

第５回 川口敏弘
免疫に作用する薬・炎症を抑える薬１
（免疫抑制薬・ｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝ・ﾜｸﾁﾝ・ｽﾃﾛｲﾄﾞ）

予習：＜免疫学＞生体の免疫の働き
復習：ステロイド薬の生理作用・副作用

第６回 川口敏弘
炎症を抑える薬２・抗アレルギー薬
（NSAIDｓ・抗ヒスタミン薬）

予習：<病理学>アラキドン酸カスケード
復習：NSAIDｓ・抗ヒスタミン薬の副作用

第７回 川口敏弘
自律神経に作用する薬
（交感神経作動薬・抗コリン薬・局麻）

予習：＜解剖学＞各臓器での自律神経の支配
復習：抗コリン薬の禁忌・副作用

第８回 川口敏弘
循環器系に作用する薬１
（降圧薬・狭心症治療薬・抗凝固薬）

予習：<病理学>狭心症の病態
復習：抗血小板薬と抗凝固薬の違い

第９回 川口敏弘
循環器系に作用する薬２・救急で使う薬
（抗不整脈薬・利尿薬・心不全治療薬）

予習：<病理学>心不全の病態
復習：ジギタリス製剤の位置づけ・副作用

第１０回 川崎圭祐 中枢神経系に作用する薬
予習：＜病理学＞中枢神経疾患の病態
復習：中枢伝達物質と病態・治療薬の関係

第１１回 川口敏弘 呼吸器・消化器に作用する薬
予習：<病理学>喘息・消化性潰瘍について
復習：テオフィリン製剤の副作用

第１２回 川崎圭祐 内分泌系に作用する薬
予習：＜病理学＞糖尿病の病態
復習：糖尿病治療薬分類、それぞれの特徴

第１３回 川崎圭祐 消毒薬・希釈・分取量・投与量の計算
復習：中水準・低水準消毒の違い
　　　薬液の％の意味を説明

第１４回 川崎圭祐
麻薬性鎮痛薬・消化器系に作用する薬２
（癌性疼痛・制吐薬・下剤）

復習：麻薬性鎮痛薬の副作用・対処法

第１５回 川口敏弘
まとめ
第1～14回の振り返り　筆記試験について

準備：授業プリント1回～14回

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

疾病の成り立ちと回復の促進〔3〕薬理学　第15版

今後学ぶ疾患・看護につながる

薬は医療・介護の場で広く使われています。医療人として薬理を学ぶことで、患者の状態や病態・治療
への理解がより深まります。本講義が、現場に出た時に自信を持って活躍する一助になればと願いま
す。

授業計画

薬理学

1年後期

講義

薬理を理解し、現場で自信を持って看護・薬物療法が遂行出来るようになる

薬理学の基礎知識を理解し、薬物療法の作用機序・人体への影響について理解する



科目名 担当講師 友松恵里（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ２０時間 ＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 担当教員 授業計画 備考（準備・予習・復習など）

第１回

医療機器について
医療ガス・設備について
医療ガス供給・アウトレットについて
酸素吸入心電図・吸引装置・吸入療法

パソコン（パワーポイント）

第２回

輸液ポンプ・シリンジポンプ・除細動
器・人工呼吸器について講義・演習

パソコン（パワーポイント）
DVD

第３回

①周術期看護の説明
②手術の映像及び鉗子類を見ながら
　解剖等説明
③ガウンテクニック（時間があれば）

パソコン（パワーポイント）
DVD

第４回
パソコン（パワーポイント）

DVD

第５回
パソコン（パワーポイント）

DVD

第６回
健康状態の経過に基づく看護
（回復期）

第７回

第８回

第９回

第10回

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業計画

臨床看護総論Ⅰ

１年生後期

講義

各看護学に共通する経過・治療別看護の方法と看護の対象者について学ぶ。
看護に活用する医療機器の原理と実際を学ぶ。

１．臨床実践のためにこれから学ぶ内容について理解できる。
２．対象のライフサイクルや療養の場における健康上のニーズが理解できる。
３．各経過・治療の特徴と対象の心理と援助方法が理解できる。
４．医療機器の原理と取り扱いの基本的な方法が理解できる。

友松恵里

健康状態の経過に基づく看護
（終末期）

健康状態の経過に基づく看護
（慢性期）

周手術期（術前・中・後）

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
※演習参加の姿勢も評価の参考にします。

基礎看護学〔4〕臨床看護総論　第7版

呼吸ケア　メディカ出版

生活と物理　基礎看護技術　病理学総論　解剖生理学　薬理学　医療安全など、各健康段階における看護
につながる

医療器材の原理を知り、原理原則(ポイント)をおさえ臨床に使える看護技術を学んでほしい。
また、各健康段階を踏まえた看護について学んでほしい。



科目名 担当講師
成吉章江（看護師）
友松恵里（看護師）
海藤望（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ２０時間 ＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 担当教員 授業計画 備考（準備・予習・復習など）

第１回 成吉 １．主要な症状における臨床看護の視点

第２回 友松

第３回 友松

第４回 友松

第５回 成吉

第６回 成吉

第７回 成吉

第８回 海藤

第９回 海藤

第10回 海藤

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業計画

２．主要な症状を示す対象者への看護
１）呼吸に関連する症状
　・呼吸困難　・チアノーゼ

２．主要な症状を示す対象者への看護
２）循環に関連する症状
　・血圧低下・ショック

２．主要な症状を示す対象者への看護
３）認知・知覚に関連する症状
　・意識障害

臨床看護総論Ⅱ

１年生後期

講義

主要症状について、科学的根拠に基づいた看護実践の方法を学ぶ。

1．症状のメカニズムを基盤にアセスメントの視点や看護援助の根拠が理解できる。

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
配分：成吉教員40点、友松教員30点、海藤教員30点
※演習参加姿勢・提出物も評価の参考にします。

基礎看護学〔4〕臨床看護総論　第7版

生活と物理　基礎看護技術　病理学総論　解剖生理学など、各症状における看護的視点を学ぶ



科目名 担当講師 松本芙美子（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 備考（準備・予習・復習など）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

第11回

第12回

第13回

第14回

第15回

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

授業計画

国民衛生の動向　関係法規

現代の保健医療福祉における社会の動向と、成人期の身体的・精神的・社会的特徴をふまえ、様々な健
康レベルにある人々の健康問題とその看護の役割について学ぶ。

１．成人看護の対象と、その発達段階、成人各期の特徴が理解できる。
２．成人各期の健康上の問題が理解できる
３．成人期の疾患構造と成人保健活動が理解できる。
４．成人に対する保健医療政策が理解できる。
５．成人期における看護アプローチについて理解できる。

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

成人看護学〔1〕成人看護学総論　第16版

３．成人への看護アプローチの基本
　１）生活のなかで健康行動を生み、はぐくむ援助
　２）症状マネジメント
　３）健康問題をもつ大人と看護師の人間関係
　４）人々の集団における調和や変化を促す看護アプローチ
　５）チームアプローチ
　６）看護におけるマネジメント
　７）意思決定支援

４．ヘルスプロモーションと看護
　１）ヘルスプロモーションと看護
　２）ヘルスプロモーションを促進する看護の場と活動

５．健康をおびやかす要因と看護
　１）健康バランスの構成要素
　２）健康バランスに影響を及ぼす要因
　３）生活行動がもたらす健康問題とその予防

６．健康生活の急激な破綻とその回復を支援する看護
　１）健康の急激な破綻
　２）急性期にある人の看護

７．慢性病とともに生きる人を支える看護
　１）慢性病とともに生きる人を理解する
　２）慢性病とともに生きる人を支える

８．人生の最期のときを支える看護
　１）人生の最期のときにおける医療の現状
　２）人生の最期のときを過ごしている人の理解
　３）人生の最期のときを支える看護
　　事例展開

２．生活と健康
 １）成人を取り巻く環境と生活からみた健康
 ２）生活と健康をまもりはぐくむシステム

成人看護学目的・対象論

１年生後期

講義

授業計画

１．成人の特徴
 １）身体的・精神的・社会的
 ２）成人の生活
　　グループワーク：成人期(成人各期における三側面の特徴）
　　のまとめ・発表



科目名 担当講師
南智美（看護師）

植田聡子（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 授業計画 担当教員 備考（準備・予習・復習など）

第１回 高齢者のイメージ、加齢と老化
老年看護学1章
老年病態・疾患論

第２回 高齢者の理解、加齢に伴う変化
老年看護学１章
老年病態・疾患論

第３回 発達段階の理解
老年看護学３章

第４回
老年看護学のなりたち、老年看護の役
割、理論概念

老年看護学３章

第５回
老化と身体変化（生理的・身体的・精神的特

徴）のアセスメント

老年看護学４章
老年病態・疾患論

第６回
老化と身体変化（生理的・身体的・精神的特

徴）のアセスメント

老年看護学４章
老年病態・疾患論

第７回
老化と身体変化（生理的・身体的・精神的特

徴）のアセスメント

老年看護学４章
老年病態・疾患論

第８回 老年体験

第９回 エンドオブライフケア

老年看護学8章
老年病態・疾患論

第１０回 高齢者のリスクマネジメント

老年看護学10章

第１１回
超高齢社会の統計的輪郭
①人口②世帯③健康状態・死亡④暮らし

老年看護学２章
国民衛生の動向第2編、3編

第１２回
高齢者の尊厳と人権擁護（身体拘束、虐
待、成年後見制度と日常生活自立支援事
業）

老年看護学2章

第１３回
老年看護学2章
国民衛生の動向第4編、5編

第１４回

第１５回
高齢者の健康づくり、ヘルスプロモー
ション、治療・介護を必要とする高齢者
の家族の看護

老年看護学9章、5章
国民衛生の動向第3編、5編

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

老年看護学目的・対象論
　（概論）

１年生前期

講義・演習

超高齢社会における保健医療福祉システ
ム（地域包括ケアシステム、医療制度、
介護保険制度）

南智美

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
配分：南教員40点、植田教員60点
※提出物の内容・提出状況を一部評価点に加えます。

老年看護学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老
年病態・疾患論

授業計画

人口の高齢化に伴う目まぐるしい社会の変化に目を向け、老年期にある対象の特徴、高齢者とその家族の
健康とQOLを高める看護の機能と役割を学ぶ。

１．老年者の身体的、精神的、社会的変化を知り、ライフステージとその健康課題を理解できる。
２．超高齢社会における保健・医療・福祉の課題を理解できる。
３．高齢者の権利擁護とその制度が理解できる。
４．高齢者のヘルスプロモーションと多職種連携について理解できる。
５．高齢者のリスクマネジメントにおける看護師の役割が理解できる。

植田聡子

国民衛生の動向



科目名 担当講師 河野弘美（助産師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ２０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 備考（準備・予習・復習など）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回

第８回

第９回

第10回

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

母性とは　父性とは

母子関係と家庭発達、母性看護のあり方

母性看護学目的・対象論

１年生後期

講義

母性の対象はリプロダクティブヘルスタイツの概念により広くとらえ、健全なライフサイクルを送る為
の看護の知識・技術・態度を養う。

１．母性看護の概念を把握し、母性の特徴を理解し、母性看護の意義と役割が理解できる。
２．生命と倫理について考え、生命誕生に関わる看護者としての倫理観が理解できる。
３．母性の健康維持強化を理解し、また、健康を傷害した対象の看護についても理解できる。

母性看護学方法論Ⅰ・Ⅱ

自ら考え自分の意見が述べられるようになってほしい

授業計画

情報収集を基に現状を明らかに
する

授業計画

現代社会における母子及びその家族が抱える問題について

現代社会における母子及びその家族が抱える問題について

母性看護の変遷
母子保健統計の動向・母子看護に関する組織と法律

母子保健に関する施策

母性看護の場と職種
母性看護の対象を取り巻く環境
まとめ

母性看護の概念　人間の性・繁殖

生命倫理と看護倫理　看護における倫理的意思決定

女性のライフサイクルと健康・看護

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
グループ学習点も評価に加えます。

母性看護学〔1〕母性看護学概論　第14版

国民衛生の動向



科目名 担当講師 海藤望（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 ３０時間＋試験１時間

学習目的

学習目標

回数 担当教員 授業計画 備考（準備・予習・復習など）

第１回 小児看護の特徴と理念
小児看護の対象･目標と役割
諸統計からみた子どもと家族の健康課題
小児医療看護の変遷

第２回 小児看護の特徴と理念
小児看護における倫理
子どもの権利
小児看護の課題

第３回 子どもと家族を取り巻く社会資源
保健･医療･福祉施策の活用
母子保健施策の活用

第４回 子どもの成長発達 子どもの身体全体の評価･発達評価の方法

第５回 子どもの成長発達 ２～５章

第６回 子どもの成長発達 ２～５章

第７回 子どもの成長発達 ２～５章

病気・障害を持つ子どもと家族の看護

子どもの状況に特徴づけられる看護

第９回 子どもにおける疾病の経過と看護 総論３章

第１０回 子どものアセスメント 総論４章

第１１回 症状を示す子どもの看護 総論５章

第１２回 検査・処置を受ける子どもの看護 総論６章

第１３回 障害のある子どもと家族の看護 総論７章

第１４回 子どもの虐待と看護 総論８章

第１５回 授業のまとめ

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。

小児看護学〔1〕小児看護学概論　小児科臨床看護総論

国民衛生の動向

人間と教育・心理と行動・栄養学

授業計画

小児看護学目的・対象論

１年生後期

講義

小児看護学の意義・目的・機能と役割・特徴・小児保健の動向を知り、小児看護学の対象を
理解する能力を養う。（疾患を持つ対象及び家族も含む）

Ⅰ．子どもと家族が置かれている状況と最善の利益を守るかかわりについて理解できる。
２．子どもの成長・発達が理解できる。
３．発達段階による子どもと家族への支援について理解できる。
４．日本と世界の母子保健の動向について理解できる。
５．病気や診療・入院が子どもと家族に与える影響と看護について理解できる。

第８回 総論１・２章

海藤望



科目名 担当講師 南 智美（看護師）

開講年次 単位数 １単位

授業形態 時間数 １５時間 （試験１時間含む）

学習目的

学習目標

回数 備考（準備・予習・復習など）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

第７回 訪問看護に行ってみよう

成績評価方法

教科書

参考図書

関連科目

備考
（学生へのメッセージ）

終講試験（ペーパーテスト）を行い100点を満点とし、60点以上を合格とし評価します。
※演習参加姿勢も評価の参考にします。

地域・在宅看護論〔1〕地域・在宅看護論の基盤　第6版

看護の基礎である基礎看護学をもとに、「生活者としての理解」につながるこの科目をこれから学ぶ専
門分野の理解につなげる。

授業計画

授業計画

地域・在宅看護論目的対象論

１年生前期

講義

地域・在宅看護論の対象を理解できる。

１．地域で暮らしている人々の生活を理解する。
２．生活と健康に関わる動向を理解する。
３．生活と健康を支えるケアを理解する。
４．地域で暮らす人々の生活を支えるしくみを理解する。
５．地域・在宅看護の基本となる倫理を理解する。

１． 地域の人々の生活と健康
　１）地域とは
　２）地域における生活と健康

２．動向
　１）人口・世帯と健康に関する動向
　２）医療・介護提供体制の方向性

３．生活と健康を支えるケア
　１）医療・介護・福祉ケア
　２）地域看護の理念
地域共生社会、アドボカシー、ノーマライゼーション
プライマリーヘルスケア、ヘルスプロモーション、エンパワメン
ト
　３）地域・在宅看護の変遷

４．地域・在宅看護を支える制度①
　１）在宅看護を支える介護保険制度
　２）在宅看護を支える医療保険制度

５．地域・在宅看護の倫理
　１）倫理の原則
　２）看護と倫理的問題および予防と解決

４．地域・在宅看護を支える制度②
　１）在宅看護を支える介護保険制度
　３）在宅看護を支える医療保険制度


